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どう使われたか
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
（
水
）
か
ら
17

日
（
木
）
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
元
年

度
決
算
認
定
（
一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
）
の
ほ
か
、
条
例

の
一
部
改
正
や
令
和
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
広
尾
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
議※

案
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付※

託
の

う
え
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
ほ
か
は
、
本
会
議
・
委

員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

 

※
議
案
審
議
結
果
は
10
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

令和元年度各会計収支（歳入・歳出）一覧

会　　計　　名 収入（歳入） 支出（歳出）

一般会計 70億5059万3452円 69億138万9311円

港湾管理特別会計 1億1382万2106円 1億1289万9503円

簡易水道事業特別会計 7369万3314円 7239万4630円

下水道事業特別会計 3億8783万1209円 3億8464万2013円

国民健康保険事業勘定特別会計 9億7561万6578円 9億7453万1902円

介護保険特別会計 6億9922万2826円 6億9630万7998円

介護サービス事業特別会計 2億4655万6427円 2億4583万6640円

後期高齢者医療特別会計 1億1342万5096円 1億1326万281円

病院事業債管理特別会計 8222万8896円 8222万8896円

水道事業会計
収益的収支 1億6430万4800円 1億5758万7549円

資本的収支 0円 5508万3522円 ※１

町民１人あたりに
使われたお金
（一般会計）

約105万円

（注）３月末現在の住民基本台帳
　　人口6564人で計算したもの

※特別会計等を含めると

約149万円

※１　収支の不足分は、留保資金などでカバー（補てん）

チェック！
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一般会計収入（歳入）合計 70億5059万円

依
存
財
源

自
主
財
源

町税 9億6021万515円（13.6％）

分担金・負担金 2億334万587円（2.9％）

使用料・手数料 2億1011万5307円（3.0％）

その他収入 8億7322万6828円（12.4％）

地方交付税 33億9124万2000円（48.1％）

国庫支出金（国からもらうお金） 2億5947万7537円（3.7％）

道支出金（北海道からもらうお金） 3億835万7309円（4.4％）

地方譲与税・交付金等 3億2558万1369円（4.6％）

町債（借金） 5億1904万2000円（7.3％）

令和２年
第３回
定例会

９/９～１７

※議案審査特別委員会
　�特に必要と認める議案の審査を行うため、必要な時に議会の議決によっ
て設置されるもの。

※付託
　�議決に先立って詳しく審査するため、委員会に審査を委託すること。
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項　　　目 Ｈ30 Ｒ１

財政力指数
高いほど、毎年必要なお金を自力で調
達できる。

0.229 0.234

経常収支比率
高いほど、自由に使えるお金が少なく
なる。
町村では75％以下が適正とされている。

91.2％ 91.2％

実質公債費比率
高いほど、収入の多くを借金の返済に
使うことになる。
25％を超えると借金を制限される。

12.9％ 14.5％

将来負担比率
高いほど、将来の財政が圧迫される可
能性が大きい。

71.8％ 55.4％

次のページは

「決算審査特別委員会」

借金（町債）残高の推移（全会計）

貯金（基金）残高の推移

【
一
般
会
計
決
算
の
概
要
】

　

一
般
会
計
ほ
か
９
会
計
の

令
和
元
年
度
決
算
認
定
に
つ

い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
旗
手
恵
子
委
員
長
）
を

設
置
し
、
９
月
15
日
、
16
日

の
２
日
間
審
査
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
会
計
を「
認
定
す
べ

き
も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
９
月
17
日
の
本
会

議
で
討
論
・
採
決
の
結
果
、

全
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

※
一
般
会
計
、
国
保
事
業
勘

定
特
別
会
計
は
起
立
に
よ

る
採
決
を
行
い
ま
し
た
。（
賛

否
の
内
訳
は
Ｐ
10
）

　

収
入
（
歳
入
）
合
計
額
は

70
億
５
０
５
９
万
円
（
前
年

度
比
７
・
４
％
減
）、
支
出
（
歳

出
）
合
計
額
は
69
億
１
３
８

万
円
（
前
年
度
比
７
・
６
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

入
の
48
・
１
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は

33
億
９
１
２
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。（
前
年
度
比
２
１
０

０
万
円
の
減
）

税
収
入
は
前
年
度
比

２
・
２
％
増
の
９
億

６
０
２
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
徴
収
率
は
93
・
２
％（
昨

年
度
92
・
６
％
）
で
、
６
７

８
２
万
円
が
未
納
と
な
っ
て

い
ま
す
。金（

基
金
）残
高
は
合

計
で
前
年
度
比
１
・

７
％
減
の
29
億
７
１
５
７
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

金（
町
債
）残
高
は
合

計
で
１
４
７
億
４
５

２
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度

比
５
・
９
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

町貯借

数字で見た広尾町の財政力

➡

➡

➡

➡

借金を
返すために
使いました

予算は令和元年度
決算審査

収

一般会計支出（歳出）合計 69億138万円

議会費 8526万8646円（1.2％）

総務費 7億2442万1754円（10.5％）

民生費 15億3891万8154円（22.3％）

衛生費 7億7173万157円（11.2％）

農林水産業費 4億830万429円（5.9％）

商工費 3億5346万3992円（5.1％）

土木費 8億4951万3068円（12.3％）

消防費 2億6954万9627円（3.9％）

教育費 6億2720万9908円（9.1％）

公債費（借金返済） 12億7301万3576円（18.5％）
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一
般
会
計

決算審査

特別委員会

令和元年度決算につ

いての質疑内容を抜

粋、要約してお知ら

せします。

委 員 長　旗手恵子

副委員長　山谷照夫

9/9，15，16

ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合
計
画

づくりの成果は？
問問 答

来
年
度
か
ら
始
ま
る

10
年
間
の
計
画
で
あ
る

が
、
前
回
よ
り
も
委
員
を
減

ら
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
数

調
査
か
ら
抽
出
調
査
と
し
た

が
、
５
割
程
度
の
回
収
率
で

あ
る
。
町
民
の
声
を
十
分
聴

け
た
の
か
。

人
口
規
模
な
ど
様
々
な

状
況
の
変
化
や
委
員
の

人
材
確
保
も
考
慮
し
、
増
員

せ
ず
20
名
の
少
数
精
鋭
で
計

画
策
定
を
し
た
。
今
回
は
、

懇
談
会
を
開
催
し
町
民
の
意

見
を
反
映
し
て
い
る
。

庁
舎
は
発
電
機
に
よ
り

72
時
間
以
上
の
電
源
を

確
保
し
て
い
る
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
発
電
機
を
１

台
整
備
し
て
お
り
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
は
今
後
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
。

業
体
験
等
の
事
業
展
開
を
検

討
し
て
い
る
。

展
示
物
は
毎
年
同
じ

で
あ
り
、
解
体
を
含
め

方
針
変
更
す
べ
き
で
は
。

町
有
施
設
と
し
て
、
今

後
も
適
切
な
維
持
管
理

を
す
る
。

高
齢
者
が
増
え
相
談

件
数
が
増
加
し
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

介
護
・
福
祉
制
度
や
健

康
・
医
療
、
仕
事
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
困
り
ご
と
が
多
様
化
し

て
い
る
。

災
害
時
非
常
用
電
源

災
害
対
策
本
部
と
な

る
役
場
庁
舎
と
福
祉

施
設
の
整
備
状
況
は
。

答

移
住
体
験

昨
年
度
よ
り
滞
在
日

数
が
少
な
い
が
、
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　

体
験
住
宅
利
用
の
移
住
者

が
い
な
い
た
め
、
事
業
の
見

直
し
を
考
え
て
は
。

２
月
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
た
り
、
過

去
に
利
用
し
た
方
に
は
文
書

で
案
内
し
て
い
る
が
、
３
組

６
名
の
利
用
で
あ
っ
た
。
今

後
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
就

問答

バ
ス
待
合
所
環
境
整
備

駐
車
場
の
舗
装
と
芝

生
が
整
備
さ
れ
た
が
、

維
持
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

鉄
道
記
念
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
隣
接
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
維
持
管
理

に
含
め
る
。

問答
中
川
一
郎
記
念
館

保
育
士
の
配
置

い
き
い
き
ド
ッ
ク

滞
納
整
理
機
構

問問 答答

近

年

収

納

率

が

下

が
っ
て
き
て
お
り
、
町

単
独
で
徴
収
す
る
べ
き
で
は
。

14
件
引
継
ぎ
し
た
が
、

悪
質
者
も
い
る
。
徴
収

の
専
門
で
あ
る
滞
納
整
理
機

構
は
、
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
抑
止
力
が
あ
る
た
め
、

継
続
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
な
ど
に
よ
り
減

少
し
た
。
検
診
の
必
要
性
を

説
明
し
て
、
町
民
が
受
け
や

す
い
体
制
を
構
築
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　
　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

問問 答答

職
場
環
境
の
整
備
が

必
要
と
思
う
が
、
保
育

士
の
不
足
に
よ
る
待
機
児
童

は
何
名
か
。

令
和
２
年
３
月
末
は
９

名
で
あ
っ
た
が
、
現
在

の
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

受
診
者
数
が
25
名
と

減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
と
受
診
率
を
上
げ

る
今
後
の
対
策
は
。

問 保
育
士
の
募
集
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
新
聞
へ
の
掲
載
、

各
学
校
に
訪
問
す
る
な
ど
情

報
発
信
し
て
い
る
。

答四
町
広
域
宣
伝
協
議
会

海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動

の
効
果
と
言
語
の
違

い
の
対
応
は
。

事
務
局
が
タ
イ
や
台
湾

を
訪
問
し
、
４
町
の
受

入
れ
体
制
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

台
湾
に
は
旅
行
会
社
を
含
め

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
な
ど

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

成
果
は
見
え
て
な
い
。
英
語

を
話
せ
る
事
務
局
職
員
が
交

渉
し
て
い
る
。

問答

役場庁舎にある発電機

タイからの視察を受け入れ観光ＰＲ

（平成30年度）
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

※
一
般
会
計
は
Ｐ
７
に
掲
載

討
　
論

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
運
営
の
責
任
主
体
が
、

都
道
府
県
に
移
行
さ
れ
た
が
、

国
保
税
が
高
い
と
い
う
課
題

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

他
保
険
制
度
に
は
な
い
均
等

割
額
は
、
被
保
険
者
数
が
増

え
る
と
増
加
し
負
担
増
と
な

る
た
め
、
本
決
算
に
反
対
す

る
。

賛
成

北
藤
利
通
委
員

反
対

前
崎
　
茂
委
員

１年間のまち

広
告
料
、
使
用
料
、
人

件
費
の
詳
細
は
。

広
告
料
は
、「
ふ
る
さ

と
納
税
ニ
ッ
ポ
ン
！
」

等
の
雑
誌
掲
載
や
ウ
ェ
ブ
広

告
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用

料
は
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

や
「
ふ
る
な
び
」
な
ど
で
あ

り
、
人
件
費
は
職
員
２
名
分

で
あ
る
。

を
出
し
て
は
」

と
提
言
が
あ
っ

た
が
、
今
後
の

計
画
は
。

場

所

に

よ
っ
て
白

や
青
、
赤
色
を

計
画
的
に
設
置

し
て
い
る
。
今

後
は
、
サ
ン
タ

ラ
ン
ド
入
口
の

ゲ
ー
ト
や
サ
ン

タ
の
家
、
森
林

公
園
内
に
き
れ

い
に
見
え
る
よ

う
設
置
す
る
。

住
宅
環
境
整
備
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の

か
。

毎
年
計
画
的
に
修
繕
し

て
お
り
、
今
年
は
屋
根

と
玄
関
ド
ア
を
中
心
に
改
修

し
て
い
る
。

「
趣
味
・
教
養
学
習
講

座
（
マ
イ
プ
ラ
ン
）」

や
「
出
前
講
座
」
な
ど
生
涯

学
習
事
業
が
減
少
し
て
い
る

が
今
後
の
改
革
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
開
催
で

き
な
か
っ
た
講
座
も
あ

る
。
今
後
町
民
に
、
何
を
学

び
た
い
の
か
ニ
ー
ズ
調
査
を

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問答
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

高
校
生
議
会
で
「
サ
ン

タ
ラ
ン
ド
に
温
か
み

問

答

教
員
住
宅

問答ス
ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用

利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
住
民
利
用
の
周
知

が
必
要
で
は
。

登
下
校
１
時
間
以
内
の

運
行
と
し
て
い
る
が
、

住
民
が
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
検
討
し
、
制
度
の
周
知

方
法
を
考
え
る
。

問答

生
涯
学
習

問答
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
滞
納

者
の
資※

格
証
明
書
発
行

状
況
は
。

該
当
者
は
２
名
で
あ
る
。

納
税
相
談
や
分
納
誓
約

等
に
よ
り
、短※

期
被
保
険
者
証

に
切
り
替
え
る
対
応
を
す
る
。

問答
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

介
護
職
員
等
の
処
遇
改

善
を
図
る
べ
き
で
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
１
年
前
倒
し
や
、

個
人
面
談
を
実
施
し
て
お
り
、

職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
て

い
る
。

問答

　

北
海
道
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
国
保
運
営

全
般
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
は
、
保
険
給
付
や
保
健

事
業
な
ど
き
め
細
か
な
事
業

を
担
い
、
町
民
の
健
康
と
福

祉
を
守
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
適
正
な
会
計

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

※資格証明書
　保険証の代わりに交付されるもので、医療機関窓口で医療費の全額を一旦支払わな
ければならない。後日、給付割合相当分の払戻し申請ができるもの。

※短期被保険者証
　有効期間が通常より短い保険証のこと。

42

74
56 64 59

152

205

175

252

10

60

72
63

76

0

40

80

0

100

200

300

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

（人） （軒）

Ｒ元 （年度）

外壁の修繕も必要

夜にはブーツの形をしたイルミネーションに

子ども農山漁村交流から始める「まち・ひとづくり」事業
（農山漁村ホームステイ事業）
　国のモデル事業として平成27年度に始まり、翌年度はホーム

ステイ受入協議会を設立、高校生のホームステイも受入れした

ほか、学校給食への海産物の提供や事後交流など地方創生事業

として本格実施をした。平成29年度以降は、使い道が明確な企

業版や個人版ふるさと納税を財源に実施し、令和元年度までの

受入児童生徒数は約1100人を数える。
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特別委員会を設置

将来を見据えた議論を

令和２年

第３回

定例会

9/9～17

10 年後のめざす姿は
ま ち
づくり

重点プロジェクトに２億円
� 10年間の総額は約402億円

海
・
山
・
川
が
織
り
な
す
、

希
望
が
灯
る
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
・

ひ
ろ
お

将来像

　

第
６
次
広
尾
町
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
計
画
（
令
和
３

年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
）
の

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
め
ざ
す
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
、
５
つ
の
基

本
目
標
が
設
定
さ
れ
、
12
の

政
策
、
各
分
野
に
お
け
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
基

本
計
画
、
実
行
す
る
た
め
の

実
施
計
画
を
審
査
す
る
こ
と

か
ら
、
第
３
回
定
例
会
初
日

（
９
月
９
日
）
に
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
す
る
「
議

案
審
査
特
別
委
員
会
」（
浜

頭
勝
委
員
長
、
北
藤
利
通
副

委
員
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、

11
月
６
日
、
９

日
、
13
日
の
３

日
間
審
査
し
た

結
果
、「
原
案

ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

※
議
案
審
査
特

別
委
員
会
の
質

疑
内
容
は
、
次

号
に
掲
載
予
定
。

基本構想～まちが10年間でめざす将来像と、それを実現するための基本目標を示している。
基本計画～ 基本構想に基づき、10年後のめざす姿や目標達成のための具体的な方法、人口減少や地方創生に関わる８つの「重

点プロジェクト」を前期５年間に定めている。
実施計画～ 優先度や実効性を考慮し、具体的な事業内容や事業費を前期５年・後期５年で示している。（重点プロジェクト

９事業を含め、全199事業の計画）

【基本構想】

＜基本目標１＞
　�豊かな自然を生かした活力ある産業のまちづくり

＜基本目標２＞
　�住み慣れた地域で安心して暮らせる支え合いのまちづくり

＜基本目標３＞
　�豊かな心を育み文化を高めるまちづくり

＜基本目標４＞
　�住みやすさが感じられるまちづくり

＜基本目標５＞
　�次世代に引き継ぐことができるまちづくり

【基本計画】（重点プロジェクト）

①広尾の魅力発信プロジェクト
　“広尾の魅力や情報が集まる拠点の創出”
②「広尾の食資源」開発、伝承プロジェクト
　“新たな魅力の創出と今あるものの魅力の再発見”
③「サンタランド」の魅力向上プロジェクト
　“ここにしかない「サンタランド」の魅力に磨きをかける”
④ひろお子育て力向上プロジェクト
　“地域のみんながお父さん、お母さん”
⑤自分大好きプロジェクト
　“関わり、交わり、認めて、育てる、地域の宝”
⑥「賑わいと健康」創出プロジェクト
　“豊かな自然の中で、健康増進と体験型観光を楽しむ！”
⑦買い物利便性向上プロジェクト
　“誰もが町内で買い物しやすい環境をつくる”
⑧空き家再生プロジェクト
　“空き家を徹底的に活用し、人が集まる場をつくる”

令和３年度

スタート
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次のページは「意見書・行政報告」

その他決まったこと

◎教育委員の任命に同意しました。

　齊藤　一也さん（新任）任期：令和２年10月１日から４年間

◎�法改正による個人番号の通知カード廃止に伴い、再交付手数料

を削除する改正をしました。

◎�広尾町が加入する各組合の一部の構成団体が脱退したことによ

り規約を変更しました。（３組合）

◎�国のＧＩＧＡスクール構想を実現するため、各小中学校に整備

するタブレットパソコン419台を2233万円で財産取得する議決

をしました。

◎�図書館システム導入に伴うシステム機器を1256万6840円で財産

取得する議決をしました。（契約金額3377万円）

◎�特別養護老人ホーム見守り付コールシステム導入に伴う見守り

付コールシステム機器を1619万3091円で財産取得する議決をし

ました。（契約金額1805万9791円）

◎港湾用地2306㎡を売却しました。

　【売 却 価 格】1773万3140円

　【売却相手方】池下産業株式会社（字茂寄）

◎�鳥獣による農林水産業被害防止のため、ハンタースクールの運

営に以下財産を無償貸付することとなりました。ただし、収益

性等を認めるときは、有償貸付に変更。

　【無償貸付財産】 （土地）公衆用道路、原野　5720㎡

　　　　　　　　 （建物）旧野塚保育所　271.75㎡　　など

　【無償貸付相手方】　ジュラテクノロジー株式会社（大樹町）

　【無償貸付期間】　�令和２年10月１日から令和４年３月31日

　　　　　　　　 （自動更新あり）

◎�新規就農者の受け入れ要件を緩和し、就農者の確保ときめ細か

な施策を実施するため、関係条例の改正をしました。

　＜主な改正点＞

　　①�就農者の年齢を50歳までとし、家族経営協定又は共同経営

者を有する者

　　②営農開始から５年間は、賃借料の２分の１の奨励金を交付

　　③就農者に対する財政支援の上限額、１経営体につき250万円

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

討
論
（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
）

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事

業
の
費
用
負
担
は
個
人
が
す

べ
き
と
考
え
、
ふ
る
さ
と
納

税
は
広
尾
町
民
が
活
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
急

務
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
家

記
念
館
の
運
営
を
見
直
す
べ

き
と
考
え
、
本
決
算
に
反
対

す
る
。

　

産
業
振
興
を
は
じ
め
と
す

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

展
開
や
健
康
予
防
、
地
域
医

療
体
制
強
化
の
た
め
、
国
保

病
院
の
独
法
化
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
運

営
も
健
全
化
の
努
力
を
認
め
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
財
源
の

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事
業

の
目
的
や
効
果
は
理
解
す
る

が
、
町
の
予
算
は
町
民
に
使

わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
様

の
事
業
を
広
尾
町
の
子
ど
も

達
に
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
、

本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
事

業
は
、
寄
附
金
の
使
い
道
を

明
確
に
し
、
寄
附
者
の
意
向

に
沿
っ
た
事
業
執
行
を
し
て

お
り
、
荒
川
区
と
の
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
が
将
来
の
移
住

や
定
住
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

前
崎
　
茂
議
員

北
藤
利
通
議
員

小
田
雅
二
議
員

浜
野
　
隆
議
員

反対

賛成

反対

賛成

交
流
事
業

見
直
し
を

地
域
医
療

体
制
強
化

事
業
転
換

を
す
べ
き

関
係
人
口

の
拡
大
に

地方独立行政法人広尾町国民健康保険病院
令和元年度における業務実績に関する評

※

価結果

〔全体の評価結果〕

「中期計画の実現に向けて計画どおり順調に進捗している」

評価結果

○第１　町民に対して提供するサービスその他の
 ⇨Ａ

　　　　業務の質の向上に関する目標の達成

○第２　業務運営の改善及び効率化に関する目標
 ⇨Ｃ

　　　　の達成

○第３　財務内容の改善に関する目標の達成 ⇨Ａ

○第４　その他業務運営に関する重要事項の達成 ⇨Ａ

※評価方法は、法人化を契機とした病院改革の取組などを考慮し、法の規
定等に基づき、年度計画及び中期計画等の進捗状況を評価

　Ｓ～特筆すべき進捗状況にある　　　　Ａ～計画どおりに進んでいる
　Ｂ～おおむね計画どおりに進んでいる　Ｃ～やや遅れている
　Ｄ～重大な改善すべき事項がある

令和２年度　補正予算の内訳

一般会計⑨
84億7398万円 5億1641万円

港湾管理特別会計②
1億2945万円 1865万円

簡易水道事業特別会計③
1億3050万円 52万円

下水道事業特別会計③
5億2772万円 34万円

国保事業勘定特別会計③
9億9475万円 145万円

介護保険特別会計④
6億9800万円 111万円

介護サービス事業特別会計④
2億9749万円 123万円

後期高齢者医療特別会計①
1億2120万円 ※増減なし

病院事業債管理特別会計②
2億2787万円 2万円

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

増

増

増

増

増

増

減

減
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意
見
書
４
件
を
可
決

　
　
　
　

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

①

種
苗
法
改
正
案
の
慎
重
な

審
議
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

　

主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃

止
さ
れ
、「
種
苗
法
の
一
部

改
正
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。

種
苗
法
の
改
正
は
、
北
海
道

の
農
業
生
産
に
大
き
く
係
る

案
件
で
あ
り
、
わ
が
国
の
優

良
品
種
の
海
外
流
出
を
法
的

に
規
制
す
る
こ
と
は
極
め
て

浜
野
　
隆
議
員

地
方
財
政
措
置
の
位
置
づ
け

を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
次
の
と
お
り

要
望
す
る
。

①
農
業
者
が
将
来
に
わ
た
り
、

安
心
し
て
作
付
け
で
き
る
環

境
の
整
備
。
②
従
来
行
っ
て

い
る
地
方
財
政
措
置
を
改
正

法
案
に
盛
り
込
む
こ
と
。
③

優
良
な
国
産
農
産
物
の
種
子

の
海
外
流
出
を
防
止
す
る
た

め
万
全
な
対
策
と
制
度
の
構

築
。

②

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者

　

少
子
化
や
子
ど
も
の
貧
困

が
北
海
道
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
北
海
道
等
が
実
施
し

た
「
子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
」
で
は
、
全
国
平
均
を
上

回
る
貧
困
状
態
に
あ
り
、
経

済
的
理
由
で
受
診
を
断
念
し

た
世
帯
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
の
健

康
を
守
る
た
め
、
お
金
の
心

配
を
せ
ず
必
要
な
時
に
医
療

機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
、

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
北
海
道
が
助
成

す
る
通
院
無
料
化
は
３
歳
未

満
ま
で
で
、
そ
の
う
え
、
所

得
制
限
や
一
部
負
担
金
が
あ

る
。
道
内
の
市
町
村
で
は
中
・

高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料
化

の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
地
域
格
差
が
あ
り
、

北
海
道
の
制
度
拡
充
に
よ
る

底
上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
必
要
な
時
に
医

療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
要
望
す
る
。

旗
手
恵
子
議
員

③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
地
方
税
・
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

激
減
が
避
け
が
た
い
が
、
地

方
自
治
体
は
、
福
祉
、
医
療
、

子
育
て
、
防
災
、
雇
用
対
策

な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す

る
感
染
症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、

か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

次
の
こ
と
を
確
実
に
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

①
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
の
確
保
及
び
臨

時
財
政
対
策
債
の
償
還
財
源

の
確
保
。
②
地
方
税
収
の
万

全
な
減
収
補
填
措
置
及
び
減

収
補
填
債
の
対
象
税
目
の
弾

力
的
対
応
。
③
安
定
し
た
地

浜
頭
　
勝
議
員

方
税
体
系
の
構
築
。
国
税
・

地
方
税
の
政
策
税
制
の
新
設
・

拡
充
・
継
続
は
、
有
効
性
・

緊
急
性
等
を
厳
格
に
判
断
す

る
こ
と
。
④
固
定
資
産
税
制

度
の
見
直
し
は
、
家
屋
・
償

却
資
産
を
含
め
、
断
じ
て
行

わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
で
の
特
例
措
置

は
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て

確
実
に
終
了
す
る
こ
と
。

④

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

道
路
の
整
備
等
に
関
す

る
意
見
書

提
出
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
幅
広
い

分
野
で
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
北
海
道
は
、
感
染
抑

制
の
取
組
と
経
済
活
動
と
の

両
立
を
図
り
、
復
興
に
向
け

生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
高

規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
形
成
や
機
能
向
上

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

よ
り
一
層
の
道
路
整
備
の
推

進
や
管
理
の
充
実
・
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

浜
頭
　
勝
議
員

①
長
期
安
定
的
な
道
路
整
備
・

管
理
の
た
め
新
た
な
財
源
を

創
設
し
、
予
算
を
確
保
す
る

こ
と
。
②
高
規
格
幹
線
道
路

の
着
手
済
み
区
間
の
早
期
開

通
と
、
未
着
手
区
間
の
早
期

着
手
及
び
暫
定
２
車
線
区
間

の
４
車
線
化
と
い
っ
た
機
能

向
上
。
③
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
」
を
継
続
し
、

対
象
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
。

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
債
等
の
継
続
を
含
め
た
地

方
財
政
措
置
制
度
の
充
実
。

④
予
防
保
全
を
含
む
戦
略
的

な
維
持
管
理
・
更
新
事
業
の

技
術
的
支
援
の
充
実
。
⑤
複

合
災
害
発
生
時
の
避
難
道
路

事
業
の
国
の
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
。
⑥
北
海
道
開
発
局

及
び
開
発
建
設
部
の
人
員
体

制
の
維
持
・
強
化
。

提
出
先

衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
総

務
大
臣
～
③
④
、
内
閣
総
理

大
臣
、
財
務
大
臣
～
①
③
④
、

農
林
水
産
大
臣
～
①
、
内
閣

官
房
長
官
、
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
経
済
再
生

担
当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
～
③
、

国
土
交
通
大
臣
、
国
土
強
靱

化
担
当
大
臣
～
④
、
北
海
道

知
事
～
②

重
要
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
品
種
開
発

者
の
育
成
者
権
利
を
高

め
、
自
家
増
殖
を
許
諾

制
へ
と
見
直
す
こ
と
に

よ
り
、
農
業
者
の
自
家

増
殖
の
権
利
が
弱
め
ら

れ
、
新
た
な
費
用
負
担

が
生
じ
る
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。

　

優
良
種
子
の
安
定
確

保･

安
価
供
給
の
継
続

に
向
け
た
公
的
機
関
に

お
け
る
農
産
物
種
子
の

研
究･

開
発
の
維
持
と

利益優先による種子代の高騰にも発展しかねない
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次のページは「議案賛否・議員の出欠」

「一般質問」『高齢運転者サポカー補助』

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

広
尾
町
福
祉
・
医
療
施
設

等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
支
援
金

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
、
生
命
を
預

か
る
福
祉
・
医
療
施
設
は
、

よ
り
一
層
、
感
染
防
止
へ
の

取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
施
設
内
の
消
毒
な
ど
感

染
防
止
対
策
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
、
町
内
で

の
感
染
防
止
を
目
的
と
し
た

「
広
尾
町
福
祉
・
医
療
施
設

等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
支
援
金
」
を
創

設
し
た
。

　

交
付
対
象
は
、
町
内
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
診

療
所
、
歯
科
医
院
で
、
１
事

業
所
30
万
円
を
上
限
と
す
る
。

広
尾
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
支
援
を
切
れ
目
な
く

提
供
す
る
よ
う
国
の
法
制
化

を
受
け
、
本
町
も
10
月
の
開

設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
子
育
て
支
援
室
の
保
健

師
な
ど
が
兼
務
し
、
き
め
細

か
な
相
談
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
子
育
て
世
帯
の

安
心
を
醸
成
す
る
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

と
役
場
保
健
福
祉
課

子
育
て
支
援
室
に
相

談
窓
口
と
し
て
の
看

板
を
掲
示
し
、
対
応

す
る
。

腎
臓
機
能
障
害
者
通
院
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

　

町
は
人
工
透
析
治
療
を
受

け
て
い
る
方
に
通
院
に
か
か

る
交
通
費
を
助
成
し
て
い
る

が
、
高
齢
な
ど
の
理
由
で
車

の
運
転
や
、
バ
ス
停
で
バ
ス

を
待
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る

な
ど
、
経
済
的
助
成
だ
け
で

は
サ
ポ
ー
ト
し
き
れ
な
い
事

例
が
生
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
町
の
人
工
透

析
患
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
10
月
か
ら
「
腎

臓
機
能
障
害
者
通
院
送
迎
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
を
実
施
す
る
。

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
と

連
携
し
、
町
が
大
型
タ
ク
シ
ー

に
よ
り
、
大
樹
町
の
森
ク
リ

ニ
ッ
ク
ま
で
定
期
的
な
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
通
院
に
お
け
る
身
体
的
、

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

る
。

特
別
定
額
給
付
金

事
業
の
実
施
結
果

　

最
終
的
な
給
付
対
象
世
帯

３
３
１
７
世
帯
の
う
ち
、
３

３
０
５
世
帯
か
ら
申
請
が
あ

り
、
申
請
率
は
99
・
６
％
と

な
っ
た
。
申
請
方
法
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
48
件
、
郵
送

申
請
が
３
２
５
７
件
で
あ
っ

た
。
文
書
や
訪
問
な
ど
で
申

請
を
呼
び
か
け
た
が
、
12
世

帯
が
未
申
請
と
な
り
、
内
訳

は
、
申
請
な
し
が
６
世
帯
６

人
、
給
付
金
辞
退
が
２
世
帯

３
人
、
対
象
者
死
亡
が
２
世

帯
２
人
、
申
請
書
未
達
が
２

世
帯
２
人
。

　

給
付
状
況
と
し
て
、
６
６

０
３
人
分
、
６
億
６
０
３
０

万
円
を
給
付
し
、
給
付
率
は

99
・
８
％
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
家
計
へ
の
支
援
を

果
た
せ
た
結
果
と
な
っ
た
。

普
通
交
付
税
の
決
定

　

令
和
２
年
度
の
普
通
交
付

税
決
定
額
は
、
31
億
９
２
１

０
万
９
０
０
０
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
６
３
４
７

万
９
０
０
０
円
、
２
・
０
％

の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能

額
は
、
１
億
３
０
９
９
万
７

０
０
０
円
、
１
・
５
％
の
減

と
な
っ
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

け
る
介
護
中
の
事
故

　

８
月
22
日
に
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
の
居
室
に
お
い
て
、

介
護
中
に
事
故
が
発
生
し
た
。

　

今
後
、
入
所
者
が
安
全
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
施

設
職
員
に
再
発
防
止
対
策
を

図
る
よ
う
指
導
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

ツ
リ
ー
点
灯
式

　

楽
古
地
区
配
水
管
改
良
工

事
を
有
限
会
社
田
中
建
設
（
丸

山
通
北
７
）
と
契
約
し
た
。

契
約
額
３
９
４
９
万
円
で
、

工
期
は
令
和
３
年
１
月
29
日

ま
で
。

　

来
場
者
の
密
集
を
避
け
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
、
従
来

ど
お
り
の
点
灯
式
を
取
り
や

め
、
自
宅
な
ど
で
も
楽
し
め

る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
動
画
配
信
を
計
画

し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
中

継
の
ほ
か
、
保
育
園
児
の
合

唱
や
町
内
の
風
景
な
ど
の
内

容
を
検
討
し
て
い
る
。

ひ
ろ
お
毛
が
に
ま
つ
り

　

来
場
者
の
密
集
を
避
け
る

こ
と
が
困
難
な
た
め
、
観
光

協
会
で
協
議
し
た
結
果
、
広

尾
町
の
特
産
品
が
楽
し
め
る

代
替
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て

い
る
。

人工透析患者数の推移

平成29年度 16人

平成30年度 18人

平成31（令和元）年度 24人

令和２年８月末 25人

10月開設の子育て世代包括支援センター

（健康管理センター内）

今年から新たに設置されたメインツリー
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（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議�員�名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／28 第３回総務常任委員会 ○ － － － ○ ○ ○ － － 遅 ○ － ○

８／６ 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － 遅 ○ ○ －

８／18 第４回議会広報特別委員会 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ ○

８／18 第２回産業常任委員会 － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

８／19 第５回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

９／４ 第６回議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

９／９ 決算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／９ 議案審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９／15 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ －

９／16 決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ － 早 ○ ○ ○ ○ ○ －

９／17 議会広報編集会議 ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ ○ －

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。
※副議長の浜頭議員は、議会運営委員会にオブザーバーとして出席しています。
※決算審査特別委員会は議長、議選監査委員を除く議員で構成されています。

賛：賛成　　否：反対　　欠：欠席

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決
結果

松
田
健
司

浜
野　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎　

茂

北
藤
利
通

志
村
國
昭

星
加
廣
保

山
谷
照
夫

渡
辺
富
久
馬

小
田
雅
二

旗
手
恵
子

浜
頭　

勝

堀
田
成
郎

令和元年度一般会計決算認定 賛 賛 賛 否 賛 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 －
認定

（9-3）

令和元年度国保事業勘定特別会計決算認定 賛 賛 賛 否 賛 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 －
認定

（9-3）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。� ※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

令和２年 第３回定例会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

（令和２年６月定例会終了後～令和２年９月定例会まで）

議員の会議等出欠状況をお知らせします

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議�員�名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／15 第４回臨時会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８／５ 第５回臨時会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／９ 第３回定例会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／10 第３回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／17 第３回定例会（決算認定、意見書など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ５日 出席日数計 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議�員�名 松
田

浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

山
谷

渡
辺

小
田

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

７／15 第４回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８／５ 第５回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９／９ 第６回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○

９／17 第７回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外（３）議員協議会・研修・その他
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前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

２
０
１
８
年
の
免

許
人
口
10
万
人
当

た
り
の
死
亡
事
故
件
数
で
、

75
歳
未
満
が
３
・
７
件
に
対
し
、

75
歳
以
上
は
８
・
２
件
、
80

歳
以
上
は
11
・
１
件
と
高
齢

運
転
者
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

い
に
よ
る
交
通
事
故
の
頻
発

を
受
け
、
政
府
は
「
サ
ポ
カ
ー

補
助
制
度
」
を
導
入
し
た
。 

　

ま
た
、
中
札
内
村
で
は
今

年
度
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に

安
全
運
転
支
援
装
置
が
搭
載

さ
れ
た
自
動
車
の
購
入
や
、

所
有
す
る
自
動
車
へ
同
装
置

を
後
付
け
す
る
際
の
費
用
に

対
し
、
補
助
制
度
を
始
め
た
。

本
町
も
導
入
を
図
る
べ
き
と

思
う
が
。 

一 般 質 問
一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について、
報告や説明を求めたり、疑問をただすことです。
広尾町議会では１回目が一括質問方式、２回目以降は
一問一答方式となっています。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

９月定例会では、
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」

他
の
取
組
で

 

事
故
減
少
に
努
め
る

町
独
自
の
サ
ポ
カ
ー
補
助

 

制
度
導
入
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

●一般質問　項目一覧

前崎　茂議員
町独自のサポカー補助制度導入を Ｐ11

キャンプ場を整備して町の活性化を
Ｐ12

旗手恵子議員 高校生医療費無料化と出産祝い金の増は

松田健司議員 コロナ罹患者発生時の町の対応は
Ｐ13

小田雅二議員
道内の核のごみ問題どう考える

災害の再検証で住民意識の高揚を図るべき Ｐ14

質
問

9 10

18 19

29
26

36

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1)

　

国
の
制
度
は
、
安
全
対
策

装
備
を
し
た
サ
ポ
カ
ー
を
65

歳
以
上
の
方
が
購
入
、
ま
た

は
後
付
け
す
る
際
、
新
車
の

購
入
で
最
大
10
万
円
の
補
助

な
ど
を
行
う
も
の
で
、
サ
ポ

カ
ー
の
普
及
に
一
定
の
効
果

が
あ
る
。

　

中
札
内
村
が
国
と
同
じ
枠

組
み
で
同
額
の
補
助
金
を
上

乗
せ
給
付
す
る
制
度

を
始
め
た
が
、
市
町

村
で
の
サ
ポ
カ
ー
補

助
制
度
の
導
入
は
全

国
的
に
見
て
も
多
く

は
な
い
。

　

60
歳
以
上
の
方
が

運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
す
る
と
、
身
分

証
明
書
の
代
わ
り
と

な
る
運
転
経
歴
証
明

書
の
発
行
が
可
能
だ

が
、
本
町
の
高
齢
運
転
者
の

事
故
減
少
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
こ

の
発
行
手
数
料
１
１
０
０
円

を
全
額
助
成
し
て
い
る
。
現

在
は
サ
ポ
カ
ー
補
助
制
度
の

導
入
ま
で
は
行
わ
ず
、
今
後

の
自
動
車
性
能
向
上
な
ど
、

関
係
動
向
も
注
目
し
つ
つ
対

応
し
て
い
き
た
い
。

次のページは「一般質問」

『キャンプ場・出産祝い金・新型コロナ・核のごみ』

広尾町の自動車免許自主返納数

※サポカー補助制度

　65歳以上の高齢運転者が対歩行者被害軽減ブレーキなどを搭載した

＂安全運転サポート車＂ の購入もしくはペダル踏み間違い急発進等抑制

装置を後付けする際の費用に対し国が補助金を支給する制度。
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第
６
次
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
計
画

質
問

案
の
目
標
に
「
日
本
で
１
番

安
心
し
て
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す
」

と
あ
る
。
ま
た
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
今
後
の
「
少

子
化
対
策
で
大
切
だ
と
思
う

こ
と
」
の
第
１
位
は
、「
経

済
的
支
援
の
充
実
」
が
ダ
ン

ト
ツ
１
位
で
あ
る
。
人
口
減

少
率
が
管
内
で
最
も
高
い
本

町
が
人
口
減
少
を
止
め
る
に

は
、子
育
て
支
援
は
欠
か
せ
な

い
課
題
で
あ
り
、
次
の
具
体

化
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

①
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費

無
料
化
を
し
て
い
る
市
町
村

は
管
内
で
９
町
村
に
増
え
て

お
り
、
本
町
も
早
急
に
実
施

す
べ
き
で
は
。

　

②
出
産
祝
い
金
支
給
事
業

の
計
画
案
は
、
第
１
子
、
第

２
子
が
５
万
円
、
第
３
子
以

近
年
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ブ
ー
ム
で
道
内

で
は
８
か
所
の
キ
ャ
ン
プ
場

が
新
設
さ
れ
、
中
札
内
村
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
移
動
式
の

モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
を
新

設
、
芽
室
町
の
新
嵐
山
で
は

昼
食
付
の
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

や
グ※

ラ
ン
ピ
ン
グ
等
で
利
用

者
が
増
加
し
て
い
る
。 

　

本
町
は
、
平
成
６
年
度
に

１
億
５
千
万
円
の
事
業
費
で

炊
事
場
と
ト
イ
レ
を
新
設
し

た
が
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
整

備
さ
れ
ず
に
老
朽
化
し
て
い

る
。「
海
や
川
が
近
く
、
虫

も
少
な
く
人
気
が
あ
る
」
と

教
育
者
の
声
も
あ
る
。 

　

本
町
の
昨
年
度
の
人
口
は

約
３
・
３
％
減
少
し
て
お
り
、

質
問

交
流
人
口
、
関
係
人
口
を
増

や
す
た
め
に
も
キ
ャ
ン
プ
場

の
整
備
が
必
要
で
は
。

キャンプ場を整備して
　　　　町の活性化を

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

運営を続けるか、やめるか検討中教育長

旗
は た

手
て

恵子 議員

無
料
化
拡
大
は
困
難

出
産
祝
い
金
を
創
設

高
校
生
医
療
費
無
料
化
と

出
産
祝
い
金
の
増
は

町
長

菅
原
教
育
長

答
弁

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い

こ
と
を
重
視
し
、
運
営
を
取

り
や
め
た
。
整
備
と
し
て
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
は
直
営
で
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ビ
ン
は
町

内
事
業
者
に
解
体
工
事
を
発

注
し
、
老
朽
化
し
た
危
険
な

設
備
を
そ
れ
ぞ
れ
撤
去
し
た
。 

　

今
後
の
整
備
計
画
は
、
第

６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合

計
画
の
中
で
も
方
向
性
を
定

め
る
と
し
て
い
る
。
収
入
が

な
い
中
、
多
額
の
整
備
費
と

維
持
費
を
か
け
て
運
営

を
継
続
す
べ
き
か
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
間
企
業
が
運
営
を
受

け
な
い
こ
と
も
あ
り
、

運
営
を
続
け
る
か
、
や

め
る
か
の
二
者
択
一
し

か
な
く
、
現
在
、
町
部

局
を
含
め
内
部
で
の
検

討
を
続
け
て
い
る
。 

村
瀨
町
長

答
弁

　

①
高
校
生
ま
で
医
療
費
無

料
化
は
、
十
勝
圏
活
性
化
推

進
期
成
会
か
ら
国
に
対

し
、
補
助
制
度
の
創
設

を
要
望
し
て
い
る
。
本

町
と
し
て
は
、
早
期
の

無
料
化
拡
大
は
困
難
と

考
え
て
い
る
が
、
子
育

て
の
重
要
な
課
題
と
し

て
承
知
を
し
て
い
る
。 

　

②
第
６
次
ま
ち
づ
く

り
推
進
総
合
計
画
案
の

前
期
５
年
で
重
点
的
に

取
り
組
む
も
の
と
し
て

出
産
祝
い
金
制
度
の
創

設
を
掲
げ
た
。
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
上

で
有
効
な
施
策
の
一
つ
で
あ

り
、
町
民
が
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
町
と

し
て
の
認
識
が
高
ま
り
、
少

子
化
対
策
へ
の
効
果
も
期
待

で
き
る
も
の
と
判
断
し
た
。

降
は
10
万
円
支
給
と
あ
る
が
、

管
内
で
も
そ
れ
を
上
回
る
助

成
を
し
て
お
り
、
再
考
が
必

要
で
は
。

１億円の事業費で新設されたキャンプ場トイレ

子育て支援の充実した政策を

※グランピング

グラマラス（魅力的な）とキャンピングを合わせた造語。

テント設営や食事の用意等があらかじめ準備されており、初心者でも気軽

に楽しむことができるもの。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
罹
患
者
が
町
内
で
発
生

し
た
場
合
の
行
政
の
対
応
を
、

個
人
宅
で
の
発
生
と
、
公
共

施
設
で
の
発
生
と
に
分
け
て

説
明
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
罹
患
者
へ
の
誹
謗
中
傷
、

関
係
各
所
へ
の
風
評
被
害
に

よ
っ
て
広
尾
町
に
住
み
づ
ら

く
な
る
町
民
を
１
人
も
出
さ

な
い
と
い
う
「
強
い
意
気
込

み
」
を
持
っ
た
啓
発
等
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問

こ
れ
か
ら
冬
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て

寿
都
町
が
い
き
な

り
第
一
段
階
の
文

献
調
査
に
応
募
す
る
と
表
明

し
、
北
海
道
全
体
と
し
て
も

物
議
を
醸
す
こ
と
と
な
っ
た

放
射
性
廃
棄
物
処
理
場
の
問

題
だ
が
、
こ
れ
を
誘
致
し
よ

う
と
す
る
自
治
体
が
こ
の
同

じ
北
海
道
に
あ
る
以
上
、
広

尾
町
は
、
と
り
わ
け
首
長
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

近
隣
の
市
町
村
や
広
尾
町

も
含
め
た
他
の
自
治
体
の
意

思
は
ど
こ
に
も
反
映
さ
れ
な

い
の
か
、
ま
た
、
町
村
会
等

で
話
し
合
わ
れ
て
い
な
い
の

か
、
町
長
の
思
い
や
考
え
を

伺
う
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

経
済
産
業
省
は
、
核
の
ご

み
最
終
処
分
場
の
候
補
地
選

定
を
進
め
る
た
め
、
道
内
86

市
町
村
を
含
む
最
適
地
を
科

学
的
特
性
マ
ッ
プ
で
公
表
し

た
。
本
町
も
こ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
た
が
、
放
射
能
レ
ベ

ル
が
十
分
低
く
な
る
ま
で
数

万
年
以
上
に
わ
た
り
人
々
の

生
活
環
境
か
ら
遠
ざ
け
て
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
、
不
必

要
な
核
の
ご
み
の
最
終
処
分

場
の
選
定
に
向
け
た
文
献
調

査
へ
の
応
募
は
、
検
討
し
た

こ
と
も
な
く
、
全
く
考
え
て

い
な
い
。

　

先
日
、
北
海
道
新
聞

が
道
内
の
全
市
町
村
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
賛
成
者
は

ゼ
ロ
で
あ
り
、
本
町
も

反
対
を
表
明
し
た
。 

　

当
事
者
の
町
と
道
知

事
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
全
道
の
市
町
村
の

大
き
な
問
題
で
あ
り
、

横
の
連
携
や
町
村
会
な

ど
を
通
し
て
、
世
論
を

つ
く
り
な
が
ら
阻
止
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

松
ま つ

田
だ

健司 議員

道内の核のごみ問題 どう考える
本町は反対の表明
世論をつくりながら阻止

町長

　

検
査
で
陽
性
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、
感
染
症
法
第
16
条

第
２
項
で
「
情
報
を
公
表
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
の
保
護
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
保
健
所
は
、
感
染

者
に
居
住
地
や
年
代
、
性
別

な
ど
の
公
表
に
つ
い
て
同
意

村
瀨
町
長

答
弁

の
有
無
を
確
認
し
、
同

意
し
た
項
目
の
み
公
表

す
る
。
そ
の
た
め
、
町

内
で
感
染
が
確
認
さ
れ

て
も
感
染
者
が
公
表
に

同
意
し
な
い
場
合
は
、

保
健
所
か
ら
町
に
対
す

る
情
報
提
供
は
な
く
、

公
衆
衛
生
上
の
必
要
性

か
ら
町
内
で
感
染
者
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
情

報
の
み
の
連
絡
が
あ
る
。

ま
た
、
濃
厚
接
触
者
の

情
報
も
町
へ
は
提
供
さ
れ
な

い
。 

　

感
染
者
等
へ
の
誹
謗
中
傷

に
対
す
る
人
権
へ
の
配
慮
は
、

広
報
等
で
の
呼
び
か
け
や
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
を
対
象
と
し

た
健
康
教
育
で
周
知
す
る
ほ

か
、
小
学
校
で
も
文
部
科
学

省
の
通
知
に
基
づ
き
差
別
や

偏
見
を
な
く
す
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
。

次のページは「一般質問」『災害対応検証』

「モニター会議・議会基本条例」

北海道全体を揺るがす核のごみ処分場問題

健康教育等で人権への配慮を

呼びかけている

小
お

田
だ

雅二 議員

罹
患
者
の
個
人
情
報
は

町
で
も
把
握
で
き
な
い

コ
ロ
ナ
罹
患
者
発
生
時
の

　
　
　
　
　

町
の
対
応
は

町
長
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議
会
基
本
条
例
の

検
証
・
評
価

他
町
村
の
議
会
は
雰
囲

気
が
違
う
た
め
、
議
員

も
傍
聴
す
る
と
勉
強
に
な
る

と
思
う
。

議
会
の
開
会
が
重
複
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
時

に
、先
進
地
の
議
会
を
傍
聴

し
た
こ
と
が
あ
る
。

他
議
会
と
の
交
流
・
連

携
で
得
た
も
の
は
何
か
。

南
十
勝
町
村
と
の
交
流

は
、
幕
別
町
発
祥
の
パ
ー

岩
手
県
宮
古
市
で

は
明
治
、
昭
和
と

過
去
に
何
度
も
三
陸
津
波
の

被
害
を
受
け
て
い
る
た
め
、

先
人
か
ら
の
遺
訓
と
し
て
「
此

処
よ
り
下
に
家
を
建
て
る
な
」

と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で

も
話
題
と
な
っ
た
。

　

気
候
変
動
等
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
か
ら
自
然
災
害
の
発
生

は
増
加
の
一
途
で
、
広
尾
町

で
も
過
去
に
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
風
水
害
を
経
験
し

て
お
り
、
次
の
世
代
へ
渡
す

べ
き
実
証
的
な
も
の
を
し
っ

か
り
と
残
す
べ
き
で
あ
る
。 

　

毎
夏
の
役
場
ロ
ビ
ー
で
の

原
爆
展
の
よ
う
な
形
で
、
町

内
で
の
過
去
の
被
害
の
写
真

等
を
収
集
し
展
示
す
る
こ
と

で
、
一
層
の
警
戒
心
を
持
続

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思

う
が
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

本
町
に
お
い
て
、
降
雨
量

が
３
４
９
・
５
ミ
リ
に
達
し

た
平
成
10
年
９
月
の
豪
雨
は
、

床
上
・
床
下
浸
水
の
住
宅
被

害
が
92
件
発
生
し
、
農
業
被

　

過
去
の
災
害
を
ま
と
め
て
、

閲
覧
で
き
る
こ
と
は
住
民
が

把
握
で
き
重
要
と
思
う
。
ど

う
い
う
状
況
で
ど
う
い
っ
た

検
証
が
で
き
る
か
、
こ
れ
か

ら
検
討
し
、
形
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。 

小
お

田
だ

雅二 議員

方
法
を
検
討
し
た
い

災
害
の
再
検
証
で

住
民
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
き

町
長

害
、
土
木
被
害
な
ど
で

総
額
約
９
億
７
５
０
０

万
円
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
平
成
19
年

９
月
に
２
７
４
ミ
リ
、

平
成
24
年
５
月
に
は

２
８
１
ミ
リ
で
、
３
０

０
ミ
リ
に
迫
る
降
雨
量

の
大
雨
を
経
験
し
て
い

る
。

　

地
球
温
暖
化
が
続
い

て
い
る
昨
今
の
気
象
状

況
か
ら
、
本
町
も
過
去

に
例
を
見
な
い
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
線
状
降
水
帯
の

発
生
が
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。

 モニターからの 

 意 見 を 
議会運営に反映

～議会モニター会議
を開催～

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
４
人
、
議

員
７
人
が
出
席
し
て
、
議
会

の
傍
聴
の
感
想
や
議
会
運
営
、

議
員
活
動
に
つ
い
て
要
望
や

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
モ
ニ
タ
ー

は
12
人
（
石
原
由
紀
江
さ
ん
、

會
川
英
二
さ
ん
、
大
庭
ひ
と

み
さ
ん
、
菊
地
亜
希
さ
ん
、

上
野
雅
彦
さ
ん
、
飯
島
良
子

さ
ん
、
宮
原
こ
ゆ
き
さ
ん
、

小
柳
か
お
り
さ
ん
、
菅
原
恵

子
さ
ん
、

木
珠
世
さ
ん
、

榊
信
也
さ
ん
、
賴
田
光
明
さ

ん
）
で
、
任
期
は
令
和
３
年

５
月
31
日
ま
で
で
す
。

大庭議会 議会宮原

大庭 議会事務局 議会宮原 　木

過去の災害から、防災意識を高めることが大切 

９/29

ク
ゴ
ル
フ
を
推
進
・
普
及
す

る
た
め
実
施
し
、
親
睦
を
深

め
て
き
た
。
今
年
は
、
講
師

を
招
へ
い
し
研
修
す
る
。

課
題
が
山
積
し
て
い
る

た
め
、
議
員
に
は
町
民

の
意
見
を
聞
き
、
活
発
な
一

般
質
問
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会
の
評
価
は
「
△※

」

で
あ
る
。
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
一
般
質
問
を
活
発

に
す
る
よ
う
、
議
員
間
で
話

し
合
う
。

※「議会基本条例」の評価

P15に検証と評価を図解しています。概ね達成できた「◎」、達成できた

「○」、あまり達成できなかった「△」、達成できていない「×」の４段階

で評価しています。評価結果の詳細は、町ウェブサイトに掲載しています。

議
会
の
傍
聴

一
般
質
問
を
傍
聴
し
た

い
た
め
、
日
程
が
早
く

わ
か
る
と
、
予
定
を
入
れ
や

す
い
。日

程
等
は
、
議
会
運
営

委
員
会
で
正
式
に
決
定

す
る
た
め
、
そ
の
後
の
周
知

と
な
る
。

午
後
に
傍
聴
に
行
っ
た

が
、
そ
の
日
は
終
了
し

て
い
た
と
聞
い
た
。
１
階
入

口
で
「
終
了
し
ま
し
た
」
と

周
知
し
て
ほ
し
い
。

議
事
進
行
（
提
案
・
説

明
・
質
疑
な
ど
）
を
想

定
し
、
日
程
を
組
ん
で
い
る
。

周
知
方
法
を
検
討
す
る
。
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次のページは「常任委員会」

事務局 菅原 議会 　木議会宮原議会

議会 　木

議
会
だ
よ
り

わ
か
ら
な
い
言
葉
の
説

明
や
内
容
が
わ
か
り
や

す
く
書
い
て
あ
る
が
、
文
字

が
小
さ
い
。

こ
と
ば
の
解
説
や
町
民

が
興
味
を
持
つ
内
容
に

な
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

そ
　
の
　
他

コ
ロ
ナ
禍
で
高
熱
が
出

た
時
、
ど
こ
に
連
絡
す

る
べ
き
か
わ
か
り
や
す
い
表

記
が
あ
る
と
よ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
期
に

町
広
報
紙
に
電
話
番
号

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。色
紙
を

使
い
大
き
な
文
字
で
連
絡
先

総
合
計
画
」
の
審
査
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
に

向
け
た
方
針
等
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
を
す
る
こ
と
も
で

き
る
。広

尾
町
の
将
来
に
つ
い

て
、
子
ど
も
に
ど
う
説

明
を
し
た
ら
よ
い
か
、未
来
像

を
感
じ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
れ
ば
。

町
外
に
出
た
子
ど
も
が

広
尾
の
未
来
を
考
え
、

戻
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
、

議
会
も
行
政
も
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

は
、
町
で
計
画
す
る
が
、
そ

こ
に
住
む
町
民
全
員
が
考
え

な
い
と
い
け
な
い
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の

研
修
が
出
来
れ
ば
と
考
え
る
。

議会基本条例の検証・評価を実施

　「議会基本条例」に

基づき行う議会活動の

内容（活動できたか、

できなかったか。どの

ように活動したか）に

ついて議会は検証・

評価を行い、その結果

を翌年以降の活動に反

映させていく必要があ

ることから、令和元年

の活動について、検証・

評価を実施しました。

評価結果の詳細は、

広尾町ホームペー

ジに掲載しています。 

議会基本条例

議 会 活 動 検証・評価

町　民

見直し・改正

結果を反映

議会基本条例　検証・評価の実施方法

≪一次評価≫

議員による
評価

評価シートによ
り、全員で行う。
評価は４段階で
理由も記載。

≪二次評価≫

議会運営委員会
による評価

議員の評価を基に
評価を４段階で行う。
評価の理由、今後の
課題、改善策を記載。

≪最終評価≫

議会による
評価

二次評価を基に、
議員協議会で議
会としての最終
評価を決定。

評価実施後の取り組み
① 議会として決定した「今後の課題及び改善策」について検討を行い、翌年
以降の取り組みに反映させていく。必要があれば条例、規則等の改正を行う。

②検証・評価内容について、議会広報、議会報告会などで町民へ公表する。

町ウェブサイト
「広尾町議会改革」
【QRコード】

と
電
話
番
号
を
周
知
す

る
こ
と
は
可
能
と
思
う
。

担
当
部
署
に
、
簡

便
な
周
知
方
法
が

出
来
な
い
か
伝
え
る
。

高
校
生
議
会
特
集

の
町
長
答
弁
で
、

空
き
店
舗
等
の
活
用
案

が
あ
れ
ば
実
現
し
た
い

と
あ
っ
た
が
、
議
会
で

は
議
論
し
な
い
の
か
。

11
月
に
「
広
尾
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
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総務常任委員会

委員長　旗手恵子　副委員長　北藤利通

調査日　令和２年７月28日

　

教
育
に
お
け
る
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
を

基
盤
と
し
た
先
端
技
術
等
の

効
果
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ

る
一
方
で
、
現
在
の
学
校
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は
遅
れ
て
い

る
。
令
和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
学
校
像
と
し
て
、
全
国

一
律
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が

急
務
で
あ
る
。

　

本
町
の
各
学
校
で
の
情
報

イ
ン
フ
ラ
の
現
状
は
左
の
表

の
と
お
り
。
１
ク
ラ
ス
全
員

で
使
う
と
通
信
速
度
が
遅
く
、

活
用
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

学校教育現場の現状

　常任委員会　所管事務調査
Ｇ

ギ　　ガ

ＩＧＡスクール構想
※

の実現に向けて

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
と
対
応

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現
」
に
向
け
た
校
内
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

情
報
イ
ン
フ
ラ

　

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
を
学
校
現
場
で
持
続

的
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
児

童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
を

前
提
と
し
た
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

す
る
。

　

ま
た
、
各
家
庭
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
学
習
を
検

討
中
で
、
家
庭
に
お
け
る
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
調
査
し
て

い
る
。
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の

な
い
家
庭
に
は
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
貸
出
も
検
討
し

て
お
り
、
通
信
費
は
各
家
庭

の
負
担
と
な
る
が
、
国
の
補

助
事
業
で
要
保
護
世
帯
と
準

要
保
護
（
特
別
支
援
）
世
帯

に
は
年
１
万
円
の
助
成
が
行

わ
れ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
令

和
元
年
５
月
１
日
現
在
の
学

校
基
本
調
査
の
児
童
生
徒
数

に
よ
り
４
１
９
台
を
購
入
予

定
。
１
人
１
台
の
端
末
の
環

境
が
整
う
と
、
一
人
ひ
と
り

の
教
育
ニ
ー
ズ
や
学
習
状
況

に
応
じ
た
個
別
学
習
が
可
能

に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
臨

時
休
校
や
分
散
登
校
を
実
施

し
た
。
臨
時
休
校
中
は
ク
ラ

ウ
ド
教
材
を
活
用
し
た
ド
リ

ル
問
題
を
毎
週
郵
送
し
家
庭

学
習
に
活
用
し
た
が
、
学
習

の
遅
れ
を
取
り
戻
せ
ず
、
夏

休
み
期
間
の
短
縮
や
今
後
の

行
事
の
見
直
し
等
を
行
っ
て

い
く
。

　

長
期
休
業
期
間
で
生
活
リ

ズ
ム
の
乱
れ
や
各
種
行
事
の

延
期
・
中
止
等
に
よ
り
、
心

身
に
不
調
を
き
た
す
児
童
生

徒
に
は
、
教
職
員
に
よ
る
ケ

ア
の
ほ
か
、
北
海
道
の
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派

遣
事
業
を
活
用
し
、
悩
み
相

談
や
不
登
校
へ
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
防
止
策
と
し

て
道
教
委
か
ら
「
学
校
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
『
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
』」
を
踏
ま
え

た
学
校
教
育
活
動
が
示
さ
れ

て
お
り
、
身
体
的
距
離
を
１

ｍ
確
保
す
る
な
ど
十
分
な
感

染
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、

学
校
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。幕

別
町
や
音
更
町
は
、

冬
休
み
を
削
ら
な
い
と

し
て
い
る
が
。

本
町
は
、
第
２
波
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
を
考

慮
し
、
授
業
時
数
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
は
１
ｍ
確
保
で
大

丈
夫
か
。

卒
業
式
や
入
学
式
は
２

ｍ
以
上
離
し
た
が
、
す

べ
て
確
保
す
る
の
は
難
し
い
。

地
域
の
感
染
レ
ベ
ル
が
下
が
っ

た
こ
と
で
１
ｍ
確
保
と
し
、

十
分
な
感
染
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

問問 答答

※ＩＣＴ（アイ・シー・ティ）
　通信技術を活用したコミュニケーションのこと。
※ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想
　義務教育を受ける児童生徒のために、１人１台の学習用パソコンと高速
ネットワーク環境などを整備する５年間の計画のこと。

タブレット端末を使い学習する児童

パソコン・タブレット端末

広尾中 タブレット端末18台、ノート型パソコン36台、デス
クトップ型パソコン41台、無線ＬＡＮ子機36台

広尾小
タブレット端末８台、ノート型パソコン66台、デス
クトップ型パソコン１台、無線ＬＡＮ子機38台、液
晶モニター１台

豊似小 タブレット端末３台、ノート型パソコン28台、デス
クトップ型パソコン１台、無線ＬＡＮ子機13台

各学校の情報インフラの現状
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調査日　令和２年８月18日

ひろお

産業常任委員会

委員長　渡辺富久馬　副委員長　浜野　隆

商工業支援の進捗状況
　常任委員会　所管事務調査

新型コロナウイルス感染症の影響による

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
、
町

が
行
う
施
策
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

　

業
績
が
悪
化
し
た
事
業
者

に
対
し
、
運
転
資
金
の
融
資
、

利
子
補
給
等
を
行
い
、
資
金

繰
り
の
支
援
を
す
る
対
策
事

業
。
既
存
の
広
尾
町
中
小
企

業
融
資
規
則
の
一
部
を
改
正

し
た
。
７
月
31
日
現
在
、
運

転
資
金
を
新
た
に
借
り
入
れ
、

そ
の
全
額
と
保
証
料
を
補
給

す
る
本
制
度
の
借
入
件
数
は

67
件
、
借
入
額
が
９
億
８
９

０
万
円
で
あ
る
。

　

売
り
上
げ
が
減
少
す
る
飲

食
業
を
営
む
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
全
町
民
に
限
定

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
、
飲
食

業
を
応
援
し
な
が
ら
、
地
域

の
経
済
対
策
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
応
募
の
あ
っ

た
38
事
業
者
を
対
象
と
し
、

８
月
３
日
現
在
、
配
布
枚
数

６
６
０
８
枚
の
う
ち
４
７
７

３
枚
が
利
用
さ
れ
、
利
用
率

　

「
広
尾
町
商
工
会
」
発
行

の
本
事
業
は
、
７
月
31
日
現

在
、
販
売
枚
数
６
０
０
０
枚

の
う
ち
３
９
６
５
枚
が
利
用

さ
れ
、
利
用
率
は
66
・
１
％

で
あ
る
。
23
事
業
者
に
１
９

８
万
２
５
０
０
円
が
交
付
さ

れ
、
幅
広
い
飲
食
店
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　

外
出
等
の
自
粛
要
請
に
伴

い
売
り
上
げ
が
２
割
以
上
減

少
し
た
中
小
企
業
に
、
上
限

30
万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
、

事
業
の
継
続
と
雇
用
の
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

申
請
期
限
の
７
月
31
日
ま
で

に
１
０
７
事
業
者
が
２
８
２

０
万
円
を
申
請
し
、
給
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。

　

売
り
上
げ
が
減
少
す
る
商

工
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、「
広

尾
町
商
工
会
」
が
発
行
す
る

商
品
券
に
対
し
町
が
補
助
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
経
済
対

策
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
応
募
の
あ
っ
た
１
３

７
事
業
者
を
対
象
と
し
、
８

月
４
日
現
在
、
販
売
枚
数
20

万
８
０
０
０
枚
の
う
ち
７
万

９
６
０
０
枚
が
利
用
さ
れ
、

89
事
業
者
に
３
９
８
０
万
円

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
緊
急
支

援
事
業
給
付
金
に
係

中
小
企
業
緊
急
支
援
事

業
給
付
金
の
予
算
対
比

は
。

１
３
０
事
業
所
分
の
予

算
を
計
上
し
た
が
、
１

０
７
事
業
所
の
申
請
・
交
付

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
執
行

残
が
発
生
し
た
。

前
回
実
施
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
は
４

日
程
度
で
完
売
し
た
が
、
今

回
の
日
数
は
。

前
回
と
支
援
内
容
が
違

う
面
も
あ
り
、
19
日
間

で
完
売
と
な
っ
た
。

は
72
・
２
％
、
21
事
業
者
に

２
３
８
万
６
５
０
０
円
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。

問問 答答

地域振興プレミアム付き商品券の取扱店を

知らせるポスターを掲示する町内の商店 

る
上
下
水
道
使
用
料

等
の
減
免
状
況
に
つ

い
て
、
上
水
道
使
用

料
で
１
４
６
件
77
万

円
、
下
水
道
使
用
料

で
１
２
６
件
52
万
３

７
１
０
円
、
簡
易
水

道
使
用
料
で
４
件

２
万
９
２
６
０
円
、

個
別
排
水
使
用
料
で

４
件
１
万
６
７
２
０

円
の
減
免
を
行
っ
て

い
る
。

中
小
企
業
金
融
支
援

対
策

ひ
ろ
お
飲
食
店
応
援

プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン

ひ
ろ
お
飲
食
店
応
援

ク
ー
ポ
ン

中
小
企
業
緊
急
支
援

事
業
給
付
金

広

尾

町

地

域

振

興

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

上
下
水
道
使
用
料
等
の

減
免
状
況（
５
月
～
７
月
分
）
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学
校
教
育
で
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
世
帯
数
は
。
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
な
ど
児
童
数
に
関
係
な
く

各
校
同
じ
台
数
な
の
は
な
ぜ
か
。

町
内
で
約
20
世
帯
で
あ

る
。
広
尾
市
街
地
は
環

境
整
備
が
整
っ
て
お
り
、
各

校
同
数
と
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
リ
モ
ー

ト
学
習
の
環
境
が
整
う
が
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
貸
出

要
綱
を
策
定
し
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
も
す
る
。
使
い

慣
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

１
漁
種
当
た
り
上
限

30
万
円
と
し
た
の
は
。

十
勝
沿
岸
町
の
支
援
状

況
を
参
考
に
、
本
町
の

中
小
企
業
緊
急
支
援
事
業
給

付
金
と
同
等
の
支
援
と
し
た
。

給
付
の
要
件
に
漁
獲
量

の
減
少
と
あ
る
が
、海
藻

類
の
出
荷
量
調
整
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
た
月
も

あ
り
、
広
尾
漁
協
と
協
議
し
、

１
年
間
の
水
揚
げ
で
は
な
く

「
任
意
の
月
」
と
し
、
出
荷

量
が
滞
る
こ
と
の
無
い
よ
う

に
し
た
い
。

行 

政 

報 

告

第
４
回
臨
時
会

７
15

新型コロナ感染症対策

地域経済活性化へ

　

令
和
２
年
第
４
回
臨
時
会

が
７
月
15
日
に
開
か
れ
、
移

動
図
書
館
車
の
財
産
取
得
及

び
補
正
予
算
の
議
案
３
件
を

審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し

た
。

補
正
予
算

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

４
０
０
万
円

漁
業
緊
急
支
援
事
業
給
付
金

４
６
５
０
万
円

小
中
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業

３
１
０
９
万
円

　

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
未
支
給
が
15
人
、

総
額
95
万
８
１
８
２
円
あ
っ

た
。
（
平
成
22
年
度
分
か
ら

令
和
元
年
度
分
ま
で
）

　

国
か
ら
追
加
交
付
が
示
さ

れ
、
主
な
緊
急
事
業
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

◆
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金

　

子
育
て
世
帯
へ
さ
ら
な
る

支
援
と
し
て
、
４
月
28
日
以

降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
も
、

１
人
10
万
円
を
支
給
す
る
。（
令

和
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
）

◆ 

漁
業
緊
急
支
援
事
業
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

本
町
で
漁
獲
さ
れ
る
水
産
物

が
急
激
か
つ
極
端
な
価
格
低

迷
を
受
け
、
漁
獲
金
額
が
減

少
し
た
広
尾
漁
業
協
同
組
合

員
に
、
持
続
的
な
水
産
業
の

振
興
と
漁
業
活
動
の
確
保
を

図
る
た
め
、
緊
急
支
援
を
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金

追加
支援

漁
業
緊
急
支
援

問

問問問

問 答

答答答

答

情
報
機
器
整
備

介
護
サ
ー
ビ
ス
費

高※

額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
漏

れ
に
よ
り
時
効
の
取
り
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か
。

介
護
保
険
法
の
規
定
に

よ
り
２
年
を
経
過
し
た

時
に
時
効
と
な
る
が
、
消
滅

時
効
分
も
含
め
支
給
す
る
。

◆ 

小
中
学
校
情
報
機
器
整
備

　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き

る
よ
う
、
貸
出
用
の
モ
バ
イ

ル
ル
ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
各
学
校
に
整
備
す
る
。

　

「
ひ
ろ
お
飲
食
店
応
援
ク
ー

ポ
ン
」
の
有
効
期
限
を
９
月

30
日
ま
で
２
か
月
間
延
長
す

る
。
（
配
布
枚
数
６
６
０
８

枚
の
う
ち
、
利
用
枚
数
は
５

５
８
６
枚
（
利
用
率
＝
84
・

５
％
）
９
月
30
日
確
定
）

※高額医療合算介護サービス費

各医療保険における世帯内で、１年間の医療保険と介護保険の自己

負担額を合算した額から世帯の負担限度額（年間）を差し引いた額

を支給し、合計金額が高額な場合に、自己負担を軽減する制度。

令和２年度　補正予算の内訳

介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
給
漏
れ　
　
　

飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン

一般会計⑦
78億3429万円 9021万円

介護保険特別会計③
6億9688万円 95万円

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

増

増
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１
月
23
日
に
発
生
し
た
公

用
車
の
事
故
に
伴
う
損
害
賠

償
の
和
解
、
賠
償
額
が
決
定

し
ま
し
た
。

な
ぜ
和
解
に
至
る
ま
で

長
い
期
間
を
要
し
た
の

か
。

国
保
病
院
医
師
の
着
任

光
回
線
フ
ァ
イ
バ

回
線
網
の
整
備

第
５
回
臨
時
会

８
５

　

令
和
２
年
第
５
回
臨
時
会

が
８
月
５
日
に
開
か
れ
、
損

害
賠
償
及
び
補
正
予
算
の
議

案
３
件
を
審
議
。
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

損
害
賠
償
の
和
解
と

　
　
　
　
　

賠
償
額

行 

政 

報 

告

　

内
科
医
長
の
竹
中
芳
子
医

師
の
後
任
に
、
旭
川
医
大
か

ら
磯
崎
翔
太
郎
医
師
が
派
遣

さ
れ
、
８
月
３
日
に
着
任
し

た
。

問

答問答補
正
予
算

公
共
施
設
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

１
７
８
１
万
円

　

非
接
触
で
発
熱
者
を
検
出

し
、
施
設
内
感
染
や
集
団
感

染
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
（
非

接
触
体
温
測
定
カ
メ
ラ
）
を

ひ
ろ
お
保
育
園
、
各
小
中
学

校
、
児
童
福
祉
会
館
及
び
国

保
病
院
な
ど
公
共
施
設
に
固

定
型
を
設
置
、
消
防
署
等
に

は
ハ
ン
デ
ィ
型
を
導
入
。

図
書
館
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　

３
５
９
２
万
円

養
護
老
人
ホ
ー
ム　
　

　
　
　

無
線
通
信
環
境

　
　
　

１
１
５
５
万
円

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
図

書
の
有
無
や
貸
出
状
況
の
確

認
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環

境
と
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
整

備
。

　

入
所
者
の
呼
び
出
し
対
応

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た

職
員
の
相
互
連
絡
・
記
録
管

理
、
入
所
者
と
家
族
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
面
会
で
き
る
よ
う

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
　

見
守
り
付
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

２
４
１
５
万
円

　

入
所
者
の
ベ
ッ
ド
に
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
、
入
所
者
の

状
態
と
居
室
の
環
境
が
把
握

で
き
る
見
守
り
セ
ン
サ
ー
及

び
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
整
備
。
　

本
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
回
線

整
備
率
は
現
在
83
・
１
％
で

あ
る
。
学
校
の
リ
モ
ー
ト
学

習
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ

損
害
額
と
補
償
額
を
保

険
会
社
等
々
で
協
議
を

行
い
、
今
回
の
時
期
と
な
っ

た
。

免
責
金
額
や
翌
年
の
保

険
料
は
ど
う
な
る
の
か
。

双
方
の
損
害
割
合
に
よ

り
保
険
か
ら
補
償
さ
れ

る
。
免
責
金
額
は
無
く
、
翌

年
の
保
険
料
は
上
が
ら
な
い
。

新型コロナ対策事業（上記以外の主な事業）

事　　　業　　　名 事業費

町有林整備 1810万円

サンタランドメインツリーイルミネーション整備 536万円

牛舎消毒費用助成 465万円

選挙事務感染防止資機材整備 250万円

対
応
す
る
た
め
、
高
速
大
容

量
の
通
信
が
可
能
な
情
報
基

盤
の
整
備
を
、
国
の
高
度
無

線
環
境
整
備
推
進
事
業
を
活

用
し
、
農
村
な
ど
未
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安全運転のためにも

公用車にドライブレコーダーを設置

令和２年度　補正予算の内訳

一般会計⑧
79億5757万円 1億2327万円

介護サービス事業特別会計③
2億9625万円 2415万円

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

増

増

　「定例会」は、広尾町では年４回と条例に定めてあり、

３月、６月、９月、12月に招集されるんだよ。「臨時会」は、

定例会以外で必要があるとき、特定のことに限って審

議をするために臨時で招集される議会のことなんだよ。

教えて！さーたちゃん

議会のこと

議会の「定例会」と

「臨時会」ってなに？

Ｑ

Ａ
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【９月】
４日　第６回議会運営委員会
９日　第３回広尾町議会定例会（～17日）
　　　第６回議員協議会
17日　第７回議員協議会
　　　議会広報編集会議
29日　第１回議会モニター会議
　　　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）

【10月】
９日　南十勝町村議会議員研修会（大樹町）
15日　第４回総務常任委員会
27日　第８回議員協議会
　　　第３回産業常任委員会

【11月】
５日　議会広報編集会議
６日　議案審査特別委員会（～13日）
13日　第６回広尾町議会臨時会
　　　第９回議員協議会
　　　第５回議会広報特別委員会

議会活動日誌
令和２年９月～11月

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、令和２年

第４回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会
①養護老人ホーム及び特別養護老人ホームの運営状況に
ついて

◇産業常任委員会
①林業・木材産業の成長産業化に向けた見通しについ
て

◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について
③議長の諮問に関する事項について

広尾町議会から町民の皆様へお願いです

①議場ではマスクを着用し、出入りの際には手指の消毒をしてください。

②傍聴席では間隔をあけてご着席ください。

③体調が良くないときは、傍聴をお控えください。

※町ウェブサイトから議会中継を見ることができます。

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」

ＱＲコード

25日　第７回広尾町議会臨時会

　　　第７回議会運営委員会

　　　第10回議員協議会

26日　広尾高校生と議会議員のまちづくり懇談会

27日　とかち広域消防事務組合議会定例会（帯広市）

　　　十勝圏複合事務組合議会定例会（帯広市）

過去の
録画中継も
見れるよ

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　南十勝町村議会議員研修会が大樹町の生涯学習セン

ターで開催され、本町から９名の議員が参加しました。

　今年は、新型コロナウイルス感染症による住民生活

や地域経済への影響が懸念されていることから、帯広

信用金庫地域経済振興部長の清水豊氏を講師に迎え、

「十勝の経済情勢について」をテーマに講演をいただ

きました。

※�議員から提出されたレポートは、町ウェブサイトに掲載

しています。

10／９ 南十勝町村議会議員研修会に参加


